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添付資料 有  無 

１ 名 称   平成２８年度特別展 

         「生誕 120 年 探偵作家 大下宇陀児」 

２ 内 容   旧中箕輪村（現在の箕輪町）出身の探偵作家 大下
お お し た

宇陀児
う だ る

（1896～1966）

は、江戸川乱歩や横溝正史らと共に、日本の探偵小説（推理小説）界を牽引

した作家です。大下は、「石の下の記録」で第四回日本探偵作家クラブ賞を

受賞したり、江戸川乱歩の後任の日本探偵作家クラブ会長を務めるなどして

活躍しました。また、昭和 22 年からは、ＮＨＫの人気ラジオ番組「二十の

扉」のレギュラー回答者となり、全国的に人気を博しました。しかし、こう

した大作家であったにも関わらず、今日、大下を知る人は多くありません。

この特別展では、生誕 120 年にあたり、箕輪出身の偉大な探偵作家 大下宇

陀児について紹介します。 

３ 会 期   平成２８年１０月１５日（土）～１１月１３日（日） 

４ 会 場   箕輪町郷土博物館 

５ 開館時間  ９:００～１７:００（ただし入館受付は１６:３０まで） 

６ 休館日   月曜日 

７ 入館料   会期中は無料 

表題の件について、下記のとおり開催いたしますのでお知らせします。 
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教育委員会 箕輪町郷土博物館 

(館長) 唐澤 勝浩 (担当) 柴 秀毅 

電 話：０２６５－７９－４８６０ 

ＦＡＸ：０２６５－７９－４８６０ 

Ｅ‐mail：hakubutsukan@town.minowa.nagano.jp 
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平成２８年度特別展「生誕 120 年 探偵作家 大下宇陀児」  
                              開催のお知らせ 

 
箕輪町郷土博物館では、標記の特別展を開催いたします。つきましては、大変お手数をおかけいた 

しまして恐縮ですが、ご周知下さいますよう、よろしくお願いいたします。 
 
１ 名  称：「生誕１２０年 探偵作家 大下宇陀児」 
２ 会  期：平成２８年１０月１５日（土）～１１月１３日（日） 
３ 休 館 日：月曜日（１０／１７、２４、３１、１１／７） 
４ 開館時間：９：００～１７：００（受付終了１６：３０） 
５ 会  場：箕輪町郷土博物館 
６ 入 館 料：無料 
７ 主  催：箕輪町郷土博物館 

８ 開催主旨：大下
お お し た

宇陀児
う だ る

（1896～1966）は、江戸川乱歩や横溝正史らと共に、日本の探偵小説（推

理小説）界を牽引した作家です。明治 29 年旧中箕輪村（箕輪町）生まれで、九州帝国

大学卒業後は商工省臨時窒素研究所に勤務しましたが、在職中に執筆した「金口
き ん ぐ ち

の

巻煙草
ま き た ば こ

」が探偵雑誌「新青年」に掲載され、探偵作家としてデビューしました。その後、

探偵作家としての地位を確立した大下は、江戸川乱歩の後任の日本探偵作家クラブ会長

に就任するなどして活躍しました。また、昭和 22 年からは、NHK の人気ラジオ番組「二

十の扉」のレギュラー回答者となり、人気を博しました。大下は、トリックなどにはあ

まりこだわらず、作品を通して魂のある人間を描くことが多かったため、“人間派”“社

会派”等と呼ばれました。また、戦後は、それまでの道徳や物の考え方にとらわれずに

行動した若い人々（アプレゲール＝戦後派）の精神を深く分析しました。昭和 26 年に

は、代表作である「石の下の記録」で、第四回日本探偵作家クラブ賞を受賞しています。

しかし、こうした大作家であるにも関わらず、今日、大下を知る人は多くありません。

この特別展では、大下宇陀児の生誕 120 年に合わせて、箕輪出身の偉大な探偵作家大下

宇陀児について紹介します。 
９ 展示構成：序 探偵作家 大下宇陀児の登場 

Ⅰ ロマンチック・リアリズムの提唱（戦前の作品） 
Ⅱ 大下宇陀児の直筆史料等 

       Ⅲ アプレゲールの探究（戦後の作品） 
10 関連行事：①展示解説 １０月２３日（日） 午前１０時～１１時 
       ②大下宇陀児ミステリークイズ １１月３日（木・祝） 午前９時～午後３時 
       ③未公開資料特別見学 １１月１２日（土） 午前１０時～１２時、午後１時～３時 
        ※いずれも郷土博物館にて実施、参加無料 
11 刊 行 物：展示図録（Ａ４版、３２頁／３００部） 

ポスター（Ｂ２版、カラー／１００枚） チラシ（Ａ４版、カラー／３，０００枚） 
12 そ の 他：内容等が変更になった場合は、随時お知らせします。 


